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5万分の１富士川河口断層帯及び周辺地域の地質編纂図は，既存の地質図情報と活断層調査の成果に，産総研の
「沿岸域の地質・活断層調査」プロジェクトで実施した入山瀬断層の成果を加えて作成した，海陸のシームレ
ス地質情報集である．本図は，研究及び減災に活用されるよう国土の基盤情報図となりうることを目的として
おり，今後の研究成果に基づき修正を行う予定である．また，大縮尺の編纂図では，編集部分と確認部分が識
別できるように,どのように断層などの精度・確度を表現するかが課題として残されている． 
 本地域は駿河湾北縁部に位置し，蒲原丘陵，星山丘陵，鷺ノ田丘陵，富士川扇状地，浮島ヶ原，富士南西側山
麓，天子山地及び蒲原山地を含む．また，後期中新世〜鮮新世のトラフ充填堆積物である富士川層群，鮮新世
の佐野川岩体，前期〜中期更新世の前縁盆地に形成された主に海陸の扇状地堆積物からなる蒲原層及び鷺ノ田
層，第四紀の火山(前期〜中期更新世の岩淵火山岩類，中期〜後期更新世の愛鷹火山，後期〜完新世の富士火
山)，後期更新世〜完新世の河川〜浅海成堆積物が分布する．入山瀬断層，大宮断層，安居山断層，入山断
層，芝川断層などからなる富士川河口断層帯は，ユーラシアプレートとフィリピン海プレートの境界に位置
し，東西圧縮場で概ね南北方向の断層と褶曲で特徴づけられる． 
 富士火山の溶岩流と古富士泥流(津屋，1968など)は，これら富士川河口断層帯の変位量推定の重要な基準と
なっていた．しかし，最近の富士火山の新層序(山元，2014など)に基づくと，古富士泥流は火山麓扇状地Ⅳ堆
積物(離水面はMIS4)と火山麓扇状地Ⅲ堆積物(離水面はMIS2)に区分され，活断層の変形を受けた溶岩流の一部
も層序と年代が修正されている．これらに基づき既存研究の見直しを行った結果，一部，従来の基準面の設定
及び平均変位速度には再検討が必要であることが分かった．また，富士川河口断層帯との関係を理解するた
め，下部～中部更新統の層序と地質構造の再検討を行った．以下，その概要を示す． 
（1）入山瀬断層は，今回実施した陸域沿岸域の反射法地震探査(伊藤・山口，2016)及びボーリング調査(石
原・水野，2016)と,沿岸海域の反射法音波探査(佐藤・荒井，2016)の成果に基づき，沿岸域の連続性が明らか
となった．また，蒲原地震山を挟んで雁行ないし並行した2つの断層が発達している可能性が高いことが分
かった． 
（２）入山瀬断層の平均変位速度7m/103年は，上盤側の水神溶岩流と富士川扇状地下の大淵溶岩流が同じ溶岩
流であるとし，その分布標高の差から求められていた(山崎，1979)．しかし，水神溶岩流は富士川沿いから南
東へ流れ出たもので1.7万年前の年代を示すのに対して，大淵溶岩流は富士南南西側山麓から南西へ流れ出たも
ので年代も約1万年と異なる．また，山崎(1979)は，村下(1977)による扇状地下の溶岩流は標高分布から，下盤
側の両溶岩流の比高を推定して，それを入山瀬断層の変位基準としていた．しかし，村下(1977)の図では，富
士川扇状地下の富士宮期溶岩流の分布は南西方向に低下する1万年前の富士山麓の形状を示しており，入山瀬断
層の東側沿い幅約2kmの松岡から五貫島に至る地域のボーリング資料には溶岩流がほとんど認められない．この
地域は，入山瀬断層による沈降が著しい地域であると同時に，最終氷期以降，古富士河川による最終間氷期の
下刻作用と後氷期の堆積作用が行われた地域のため，基準となる溶岩や古富士泥流が連続して分布していない
と考えられる．更に，約１万年前と約1.7万年前とでは,海水準が60〜70mも異なり(例えば， Siddall et al.,
2003)，その影響も考慮しなければならない．現状では，これらの諸条件の組み合わせにより，入山瀬断層の変
位量は，既存の値より大きくも，小さくもなりうる．このため，入山瀬断層の正確な平均変位速度を推定する
ためには新たな調査が必要である． 
（3）入山瀬断層と同様に，大宮断層や安居山断層の溶岩流や古富士泥流堆積物を基準とした平均変位速度の推
定についても，見直しの必要がある．しかし，再検討した結果，従来の見積を変更する必要はほとんどな
かった． 
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（4）芝川断層及び入山断層は，地質断層としては連続するものの，活断層として連続する可能性は低い．両断
層が屈曲しながら接合する富士川周辺では，地質断層とは斜交する南北方向の長さ0.5-1kmほどの断層が幾つか
発達する．これら断層のうち，月代断層(大塚,1938)は活断層であると考えられる． 
（5）星山丘陵及び羽鮒丘陵に分布する下部〜中部更新統の地質構造は，中期更新世までの変形の影響を大きく
受けており，富士川河口断層帯による変形とは合致しない． 
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